

































































Duplicate Copies of Korean Fish Geneologies Transcripted over the Korea National Border 
Annotated Bibliography of “茲山魚譜［Hyonsan-Opo］” archived in Institute














































































巻 区別 類 種























































































































































































































































された罫紙（24 字× 10 行）を用いて、漢文の











































































し、所 蔵 し て い る 写 本 で あ る。和 装 本（縦





文（20 字× 10 行）中には、僅かであるが、朱筆
が認められる。誤字、脱字の補筆がある。

































欠落箇所等 ① ② ③ ④ ⑤
位置 錦鱗鯊（資料写真 17-1左頁 2 行）※ 210 頁
蟹（資料写真 45 右頁 2
行）※ 217 頁
鰒（資料写真 48 左
頁 6 行）※ 217 頁
海帯（資料写真 66







1 鄭氏本 有 「謂」以下は無 無 無 無
2 嘉藍本 無 故謂之螯今俗之称蟹 「以為」以下 219 字が挿入
「是也」以下 165 字
が挿入 無
3 一石本 有 「謂」以下は無 無 無 有
4 想白本 有 「謂」以下は無 無 無 有
5 国立本 有 「謂」以下は無 無 無 無
6 西江大本 有 「螯」を「敖」と記載 「以為」以下 219 字が挿入 無 無
7 釜慶大本 有 「謂」以下は無 無 無 有
8 湖南本 有 「謂」以下は無 無 無 無
9 高麗大本 有 故謂之螯今俗之称蟹 「以為」以下 219 字が挿入
「是也」以下 165 字
が挿入 無
10 嶺南大本 有 「謂」以下は無 無 無 有
11 常民研本 無 故謂之螯今俗之称蟹 「以為」以下 219 字が挿入
「是也」以下、「海帯





12 祭魚洞本 有 故謂之螯今俗之称蟹 「以為」以下 219 字が挿入
「是也」以下、「海帯





典拠：1 ～ 8 までは、［丁（明）　2002］※頁数は『神奈川大学 国際常民文化研究機構年報 5』掲載頁数
表 2　『茲山魚譜』写本の所在・所蔵機関
仮称 所在 所蔵者・機関




5 国立本 韓国 国立中央図書館
6 西江大本 韓国 西江大学校ロヨルラ図書館
7 釜慶大本 韓国 釜慶大学校中央図書館
8 湖南本 韓国 陳錤洪
9 高麗大本 韓国 高麗大学校中央図書館漢籍室
10 嶺南大本 韓国 嶺南大学中央図書館古文献室
11 常民研本（神奈川大学） 日本 神奈川大学日本常民文化研究所











1945 年（祭魚洞本）の 2 種である。既に記した
ように、後者は前者を参照して筆写されてい
る。前者の筆写年は、筆写年が明白な写本の中









































「梅華屋珍玩 , 龍華 ? 章」印。『일사・가람
文庫　古書著者目録』、ソウル大学校付属
図書館（1966）。

























8 湖南本 陳錤洪 洪淳鐸（未詳） 『湖南文化研究』1 号（1963）へ翻刻掲載。






































































































書館漢籍室（2010 年 11 月）、嶺南大学中央図書館




（ 1 ）朝鮮半島における魚譜の流れは、15 ～ 16 世紀の
『慶尚道地理志』（河演）や『新増東国輿地勝覧』
（李荇等）などの地理書、16 ～ 17 世紀の『郷薬集成
方』（兪孝通）や『東医宝鑑』（許俊）などの医薬
書、17 世紀の『訳語類解』（愼以行等）などの一部










（ 2 ）この写本は、私が、2013 年に古書店で発見し、神
奈川大学日本常民文化研究所で購入したものである。
（ 3 ）鄭文基は平安北道の水産試験場長をつとめた経歴
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